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「境 界」 としての リュジニ ャン城
『メ リュジーヌ物語』 における空 間
傳　田　久仁子
要　 旨
　中世フランスおいて人間と超 自然のものとの出会いと結びつき(と別れ)を モチーフとしたテ
クス トを、アルフ＝ランクネルは、代表的な妖精の名前を とって、モルガン型 とメリュジーヌ型
とに大別した。登場人物の空間の移動に着目したとき、人間の側が異界で 「幸福な時」を過 ごす
のがモルガン型の物語であり、逆に超 自然のもの(妖 精)の 側が 「人間社会」に移動 して 「幸福
な時」を過ごすのがメリュジーヌ型であるが、一方の代表 として選ばれているrメ リュジーヌ物
語』においては、この出会いの場 としての 「境界」が、他の物語 とは異なった特権的な空間とし
てあらわれる。そこでは 「境界」が出会いの後のカップルの幸福の場 として選ばれるのである。
その理由を、物語内部(登 場人物の属性)と 、物語外部(執 筆当時の リュジニャン城の状況)か
ら探ってみると、リュジニャン城の 「境界」としての性格が浮かび上がって くる。
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1　本論の目的
　中世フランスにおいて、特に12-13世紀には、人間 と超 自然の もの との出会い と結びつき
(と別れ)を モチーフとしたテクス トが数多 く見られる。 これ らは主たる筋でない場合もある
にせ よ、人間がある欠落条件の下で、超自然の もの と出会い、ある禁忌を条件に 「幸福な時
(fe1icite　du　couple)」を過ごす、 しか しやがて人間の側の禁忌の違反の後 に、超 自然のもの
が去るとい う、様 々な異類婚姻潭にも共通した枠組みを持つ1)。
　中世における妖精についての研究をすすめるなかで、この枠組みを持ったテクス トを分析し
たアルフ=ラ ンクネルは、これらを代表的な妖精の名前を とって、モルガン型 とメ リュジーヌ
型 とに大別 した2)。物語の舞台空間をこの世(ce　monde)と異界(autre　monde)に分け、登
場人物の移動(「排除(異 界)」と 「統合(人 間社会)」)に着 目した とき、人間の側が異界で
「幸福な時」を過 ごすのがモルガン型の物語であ り、逆に超 自然のもの(妖 精)の 側が、人間
社会に移動して 「幸福な時」を過ごすのがメ リュジーヌ型である。モルガンはアーサー王の義
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姉 として、また瀕死のアーサーを妖精の国であるアヴァロンへ と連れ去る妖精 として、様 々な
テクス トに登場する。一方メ リュジーヌは人間の騎士 と結婚 し、その一族に繁栄をもたらした
妖精であるが3)、モルガンほ どにはその名を知 られてはいない。 しかしこれまでにも、人間に
富(土 地や子孫)を もたらす開拓者であ り、建築妖精 としての彼女を、騎士階級の 「社会的な
野心を象徴的かつ魔術的に体現する」 と指摘したジャック ・ル＝ ゴフの論考や、クロード・ル
クー トゥによる分析な ど、様 々な研究者たちの興味を引いてきた4)。もちろんこの分類からは
み出るものもテクス トによってはあるが、アルフ=ラ ンクネルの分類によって、妖精の性格付
けが、物語空間における登場人物たちの動きにも反映されていることが明らかになった と言え
る。
　では物語の空間構造そのものに焦点を当ててみるとどうか。出会いの場 として選ばれる空間
は、出会いの後のカップルの 「幸福の場」 として選ばれる空間 とは、厳密には異なった場であ
ることが分かる。これらの物語で、人間 と異界の者が出会 う場は、この世(人 間の所属空間)
と異界(妖 精の所属空間)と のあわいに位置する 「境界」であ り、異なるコードに属する登場
人物たちの 「交通」の生じる空間 として立ち現れるのである。それは自分の所属空間から他の
空間への移動の障害 として機能することもあるだろう。森が驚異の生じる空間 として、中世の
物語中、特別な位置を示しているのは周知の とお りであ り、もちろんそれ以前から周縁の空間
であ り境界領域であっため)。共同体の周縁部に位置することの多い森や水辺には、中心の秩序
からは離れた性質が付与されやす く、多義的な場 となるといえる。 しか し本論で扱 う 「境界」
は必ず しも恒常的に存在するものではない。森はいつも周縁部、すなわち境界に位置するが、
この空間が 「境界」 として機能するのは、この場所がこの世 と異界の要因 との交通の場 となっ
た ときなのである。この世 と異界 とは片方が想定されることで、はじめて存在しはじめる相互
補完的な空間である。その二項対立の問で行なわれる交通は、二つの共同体の問の交通の場合
よりも、より偶発的で限定されたもの となる。この交通の行なわれる特権的な場が 「境界」で
あ り、交通が行なわれることによって、森や水辺はその属性を明らかにするのである。つま り
森であるから 「境界」なのではな く、交通が生 じた ときに森は 「境界」 となるのである。この
世 と異界の要因の出会いが、ある空間の 「境界」 としての性格を 目に見えるものにすることを
確認 しておこう。この出会いの後、アルフ=ラ ンクネルの指摘する通 り、登場人物たちは 「境
界」を離れ、この世か異界のいずれかへ と移動を完了する。
　この前提に立った うえで確認してみると、アルフ=ラ ンクネルが、妖精が人間の世界へ移動
するタイプの代表 として名前を用いたrメ リュジーヌ物語』においては、この出会いの場 とし
ての 「境界」が、他の物語 とは異なった特権的な空間 としてあらわれていることがわかる。で
はそこでは 「境界」が どう位置づけられているのか、またrメ リュジーヌ物語』の空間構造が
他 と異なる理由は何なのか、その点を探るのが、本論の 目的である。
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Ⅱ　 出会いの場としての 「境界」
(i)出会 いの場 の位置 づけ
　 rメリュジ ーヌ物語 』 におけ る 「境 界」 を見 てい く前 に、 まず はそれ以外 の物語 におけ る
「出会 いの場」が 人間の所 属空間 と超 自然 の ものの所 属空間の境 となる 「境界」で ある こ とを
簡単 に確認 してお こ う。
　アル フ=ラ ンクネル 自身、両者の タイプ の構造を分析す る中で、 出会いの場面を次の よ うに
ま とめ、特 にモル ガン型におけ る出会いの場は、妖精の所属空間 とは区別 され る 「境界」であ
るこ とに触れ てい る。モル ガン型 の出会いの場面 は、① 主人公が家 を離れ、 「異界 の境界 の一
つ(1'une　des　frontieres　de　1'autre　monde)」へ と向か う。②妖精の影響下 にある動 物が主人
公 に 、 「この 境 界 を越 え させ 、 妖 精 の 国 へ とい ざ な う　(fait　franchir　cette　frontiere　t
l'entraine　da sle　royaume　feerique)」。③妖精(し ば しば導 き手 としての動物は妖精 の化 身
であ る)が 、主人公に恋を 申し出る、 とされ る6)。
　一方メ リュジーヌ型の場合、 人間 と妖精 との 出会いは、① 主 人公が 自分の家か ら一人で 出か
け る、または狩 りの途中、仲間たちか ら離れ る。② 「主人公は森 の奥へ と入 り、 しば しば水の
ほ とりであ る林間地 に辿 り着 く(ll　s'enfonce　dans　la　foret　et　parvient　dans　une　clairiere,
souvent　pres　d'un　point　d'eau)」、③ 彼は驚 くほ ど美 しい女性が、一人 でいるのを見つけ る、
彼女はあたか も彼を待 っていたかの よ うであ る、 とな る7)。
　妖精の所属空間が物語上で言及 されない こ とも多いメ リュジーヌ型では、モル ガン型での よ
うに、 出会いの場が 「境 界(frontiere)」であ るか どうかをアル フ=ラ ン クネルは言 明 しては
いな いが、主 人公の家 とは区別 され る場所であ り、 どち らの タイブの物語において も、主人公
た ちは この 出会いの場を離れ、いずれかの所属空間へ と移動 してい く。
　た とえばル=ゴ フがrメ リュジーヌ物語』の先行作品 としてあげ、ル クー トゥやアル フ=ラ
ンクネルが 「メ リュジーヌ型」 として挙げてい るテ クス トをみてみ る と、妖精たちは森 の奥や、
水辺な どの 出会いの場か ら離れ、人間社会の象徴であ る城や主人公の家へ と移動 し、そ こで暮
してい るこ とがわか る。 出会いの場が異界ではな く 「境界」であ るこ とがわか りに くい作品 も
あ るが、妖精の所属空間が別にあ るこ とが示唆 され る物語 も多い8)。
　モル ガン型 に分類 され る物語では、導 き手の動物に よって森の奥へ とい ざなわれ、その水辺
で妖精 と出会 った り、障害に 出会 った りす る。その後、妖精の住居へ と移動が行なわれ るこ と
か ら、 出会 いの場は ここで も異界 とは厳密には区別 され る場所であ る とい えるだ ろ う。 出会い
の場が 「境界」 として、 この世 と異界の どち ら とも区別 され る空間であ るこ とを確認 した うえ
で、rメ リュジーヌ物語』 につ いてみてみる ことに しよう9)。
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(ii)『メリュジーヌ物語』概要
　題名 ともなっているメ リュジーヌとは、フランスの実在の一族であるリュジニャン家の始祖
とされ、 リュジニャンの城や街をはじめ、ポワトゥ地方の数々の建築物を造った とされる妖精
だが、この名前を持った妖精が物語に登場するのは14世紀末 と15世紀初頭に相次いで書かれた
テクス トが初めてである。14世紀末にはジャン ・ダラスが散文で、15世紀初頭にはクードレッ
トが韻文で、それぞれメ リュジーヌについての物語を書きあげた1ω。
　彼女は母親を裏切った父親を許せず、姉妹 とともに父を勝手に罰して死に至らしめたために、
妖精である母親からかけられた呪いによって⊥曜 日だけは下半身が蛇の姿 となる。結婚相手に、
土曜 日に何を しているかを問わず、その姿を探さない(見 ない)と い う約束を守ってもらえれ
ば、人間 として死を迎えることができる。しかし約束が破られれば、最後の審判の 日までさま
よいつづけな くてはならない とい う運命を持つ。物語中や民間伝承において、い くつもの城や
教会な どの建築物をたちまちの うちに造 り上げた とされるが、特に リュジニャン城については
物語中で も 「一族の血を引 くもの以外がこの城を手にする事はない」 と予言 し、「領主の変わ
る三 日前には姿を現す」 と言い残したと書かれる。ではこの妖精が どのように主人公 と出会い、
別れを迎えるのか、先ほ ど確認した構造に沿いながら、あら筋を追ってみることにしよう。
①人間 と妖精の出会い と結婚(vv.l-1353)
　ポワティエにほ ど近い土地に住ま うフォレ伯は子沢山であった。その一人であるレイモンダ
ンは、伯父にあたるポワティエ伯エム リに見込まれ、その館に仕えることになる。ある日コロ
ンビエの森で狩 りが行なわれ、エム リ伯 とレイモンダンは大猪を追 ううちに、他の者たちから
は ぐれて しま うが、エム リ伯が星の運行から予言した とお り、大猪 との格闘中に、レイモンダ
ンは誤って伯父を殺してしま う。荘然自失の態で森をさまよううち、馬に運ばれるまま、森の
奥の泉(出 会いの場)に 至ったレイモンダンは、夜の泉のほ とりにたつ世にも美しい三人の貴
婦人に呼び とめられる。自分の名も、森での不幸のいきさつについても何故か知っているこの
不思議な乙女の美 しさに心を奪われたレイモンダンは、彼女の助言 と結婚の申 し出を受ける
(ここでメ リュジーヌは、土曜 日には 自分の姿を決して探さぬように とい う禁忌を課 し、同時
にキリス ト教の側の者であることを言明する)。レイモンダンは彼女の忠告通 り、何事もなかっ
たかのように城へ戻 り、無事に伯父の葬儀を済ませる。
　 さらに彼女の忠告通 り、2人 の出会いの場所である泉のまわ りのニヒ地を、一枚の鹿皮で囲め
るだけ賜るよう、新伯爵に願い出て許される。メ リュジーヌの言葉通 りにレイモンダンの前に
あらわれた男たちによって長 く糸状に加工された鹿皮は、広大な土地を囲んでしまう。ポワティ
エ伯やフォレ伯らを招いて、正式な結婚式をあげることを望むメ リュジーヌは、いずこからと
もな く忽然 と現れでた臣下の者たちを率いて、盛大な祝宴を、賜った土地にて執 り行 う。式の
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後、メ リュジーヌ自身の指揮の も と、職人たちがあ っ とい う間に城を造 り上げ る。城は彼女の
名前を とって リュジニ ャン と名づけ られ る。
② 人間 と妖精 との幸福(富 の享受、土地、城の取得 と子孫の誕生)(vv.1354-2976)
　 結婚式の晩 に授か った第1子 ユ リア ンをは じめ、次 々 と10人にお よぶ息子たちに恵 まれ、子
孫の誕生 と平行す るかの よ うに、ポ ワ トゥ地方にい くつ もの建造物や街を造 ってい く様 が物語
られ る。下の2人 を除 く息子 たちは皆、身体に何 らかの異界の血の 「標徴」を帯びてい る(た
だ しその 「標徴 」以外は、身体 的に も 「欠け る ことな く美 しい」 と描写 され る)。長 じた息子
た ちはそれぞれ に武勲や婚姻に よ り、各国の王や領主 とな ってい く。
第1子 　ユ リア ン、キ プロス王、顔が短 く横に広 く、 目が片方が赤、片方が緑。
第2子 　 ウー ド、マル シュ伯、顔が 火の よ うに輝 き真 っ赤に光 る。
第3子 ギ イ、アルメニア王、片方の 目が も う一方 よ り低 くつ く。
第4子 　ア ン トワーヌ、ル クセ ンブル ク王、片方の頬か らライオ ンの足が飛び 出る(ラ イオ ン
の足は毛む くじゃらで尖 った爪 もつ いてい る)。
第5子 　ル ノー、ボヘ ミア王、一つ 目(頭 頂部に 目があ る)。
第6子 ジ ョフロワ(ま たの名 を大歯 の ジ ョフロワ)、巨人 との戦 い、弟殺 し(マ イユゼ修 道
院の焼 き討 ち)、伯父殺 し(フ ォレ伯への復讐)、 口か ら外に突 き出る一本の大 きな歯。
第7子 　 フロモ ン、マ イユゼ修道院に入 る、鼻の上に狼の毛皮の よ うな毛む くじゃらの しみ。
第8子 　オ リブル、メ リュジーヌの立 ち去 りの際の命令 によ り殺害、三 つ 目(一 つは額 にある)。
第9子 　 レイモ ン、 フォレ伯、「標徴」無 し、 メリュジーヌ立 ち去 りの際 まだ乳飲み子。
第10子　 テ ィエ リー、パル トネ伯、「標徴」無 し、 メ リュジーヌ立 ち去 りの際 まだ乳飲み子。
③禁忌の破綻 と、妖精の立ち去 り
　 1)一回 目の禁忌の破綻:秘 密の遵守(vv.29773228)
　　ある日、レイモンダンの兄であるフォレ伯は弟のもとを訪れ、メリュジーヌに関する噂を
　耳に入れる。彼女が土曜 日に姿を見せないのは、他に恋人を作っているせいか、あるいは妖
　精の世界に行っているとい うのだ。怒 りに駆られたレイモンダンは、かねての約束も忘れ、
　メ リュジーヌのいる場所へ と剣を とり急 ぐ(妻のいる場所は知っていたが、それまでそこへ
　行ったことはなかった と書かれる)。嫉妬にかられ、鉄の扉を前にして、剣で穴を開け中を
　覗いた彼は、水浴している妻の腰から下が蛇の姿 とな り、水を打っているのをみる。一瞬恐
　怖に駆られるものの、我に返 り、後悔にさいなまれながら部屋へ と取って返す と、怒 りの矛
　先を兄に向け、城から追い出す。妻を失 う不安に震えつつも秘密を守るレイモンダンのもと
　 に、何食わぬ顔をしたメ リュジーヌが戻 り、そ うと気づきつつも夫の過ちを各めずにいる。
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2)二 回 目の禁 忌の破綻:秘 密の露 見(vv.3229-4402)
　 しか し息子 ジ ョフロワが 巨人討伐の旅先で、弟 フロモ ンが 自ら進んで修道院に入 った こ と
を知 り、怒 りにか られて弟 とも ども修道院を焼 き討ちにす る と、 レイモ ンダンは悲 しみ と怒
りのあま り、 メ リュジーヌの も とに急 ぎかけつけ る。 メ リュジーヌは、 ジ ョフロワも改俊す
れば許 され るのだ と語 り、冷静に レイモ ンダンを諭すが、彼は、臣下の面前で、お前が悪魔
の血を伝 えたせいで ジ ョフロワの よ うな子が生まれたのだ と罵 って しま う。 この言葉を聞 く
や気を失 ったメ リュジーヌは、夫に 向かい嘆 きの言葉を語 り、今後の リュジニ ャンー族につ
いての予言、 リュジニ ャン城についての予言、まだ幼い子供たちについての指示な どを頼み
残す と、皆の 目の前で窓に飛び乗 り、蛇に変身す る と、空へ と飛び立つ。そ うしてポ ワ トゥ
中 に とどろ く悲痛な叫び声をあげなが ら、三度城のまわ りをめ ぐり、空の彼方へ と消 えてゆ
く。以後、夜 に、幼子の も とを訪れ乳を与 える彼女の姿を乳母たちが 目撃す るものの、 レイ
モ ンダンがメ リュジーヌ と会 うこ とは二度 となか った。
④妖精の立ち去 り後の人間(vv.4403-7152)
　修道院焼 ぎ討ちの後悔にとらわれつつ、ジョフロワは巨人を追った山中の洞窟の中に、メリュ
ジーヌの父親の墓をみつけ、そこに書かれた碑文から、自分の母の生い立ちを知ることになる。
彼女自身もまた人間である父 と妖精の母 との問に生まれた子であ り、母 と交わした禁忌を犯し
て、母 ともどもに自分たちを妖精の国アヴァロンへ と立ち去らせる羽 目に陥らせた父親を勝手
に罰したために、母からそれぞれの運命を定められた三姉妹の末娘であった。ジョフロワはリュ
ジニャンへ と戻ると、怒 りにかられるまま、母の立ち去 りの原因 ともなった伯父、フォレ伯を
殺す。父レイモンダンはアラゴンへ赴き、僧 となって余生を送ることを決める。父から許しを
得たジョフロワは母の秘密を父に語る。その後、結婚することのなかったジョフロワについて、
またメ リュジーヌの2人 の妖精の姉妹のそれぞれの運命、 リュジニャンの末喬の運命を語 りつ
つ、物語は幕を閉じる。
(iii)『メリュジーヌ物語』における 「出会いの場」の特権性
　物語全体に目を通した ところで、あらためて舞台空間について整理してみよう。出会いの場
面において、騎士であるレイモンダンは、城(人 間社会を代表する空間)か ら離れ、森での狩
りの途中、巨大な猪を追って皆からは ぐれ、伯父と二人 きりで森の奥へ と至る。「境界」には
いつでも誰でも足を踏み入れることができるわけではな く、選ばれた者のみがた どりつ くこと
がでぎるある種排他的な空間であるが、ここでもその性質は守られている。導き手は巨大な猪
である。伯父の死後、ひ とりきりとなった主人公は、把然自失の態で馬に運ばれるまま、さら
に森の奥へ と進み泉へ と至る。自らの意思を失った状態で、猪、ついでは馬にいざなわれて初
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めて、泉へ と至るのである。「森の奥の水辺」 も、多 くの作品に出会いの場 として選ばれる空
間であ り、主人公はそのほ とりに立つ妖精 と出会 うことになる。妖精の側の所属空間の位置に
ついては物語中でははっきりと示されないが、彼女が母 とともに暮した場所はアヴァロンであ
り、最後にはこの場所を立ち去 り、いずこへ ともな く飛び去ってい くことを考えると、この泉
を異界 とは異なる 「境界」 ととらえることは可能だ と思われる。ここまでは他の異類婚姻諦に
おける出会いの場面 と、大きな差異はない といえるだろう。
　 しか しこの物語の特異な点は、妖精が、主人公に愛を告げる際、土曜 日に姿を探さない とい
う禁忌以外にも、もう一つ指示を行な うことである。それがこの出会いの場所の取得である。
この土地を、これまでの褒美 として、一枚の鹿皮で囲める分だけ賜るよう新領主に願い出るよ
うに命 じ、またその土地を手に入れてからは(い ずこからともな く現れた職人たちや、信じが
たいほどに細 く切 られた鹿皮や1D、囲まれた土地からは途端に水が湧 き出すなど、土地の入手
自体への異界の力の介入が暗示されている)、そこで正式な結婚式をあげることを望み(ま だ
何も無い土地での婚姻の祝宴に主君たちを招 くことに多少の不安も抱 く主人公をよそに、メリュ
ジーヌはたちまち数多 くの天幕 とチャペルをそこに出現 させる)、式後にこの場所に城を建て
たのは、他でもない妖精自身であった。つま り他の物語では交通が生じた後はこの世か異界へ
の移動が生じ、あ くまでも通過点でしかなかった 「出会いの場」 としての 「境界」が、ここで
は婚姻後の 「カップルの幸福」の場 として、妖精自身によって選ばれ、機能しはじめるのであ
る。
　確かにこの空間は、「出会い」の場面以降、領主に代表される人間社会の側が恒常的に入 り
込むことのできる空間に変わってはいる。そもそもこの森は、昼間には、それまでも狩 りを通
して城の者たちにも開かれた場ではあった といえるが、交通が生じる場 としてその奥に用意さ
れた空間、つま り夜 とい う限定された時間に、猪な どの導き手によって選ばれた者が自らの意
思ではない状態でしか入ることのできない、超自然の者 との出会いの場 としてあらわれる 「境
界」 として機能していた空間 とは、性質を異にするようになった といえる。一見した ところ、
妖精がこの世の側で婚姻をあげて後は、「境界」は人間社会の側に組み込まれ、超 自然のもの
との出会いな ど起こらない、誰に対しても開かれた、人間社会の秩序の支配する 「安全な場」
に変容 した とも見えるからである。
　だが果たしてそ うなのだろうか。この世の側に組み込まれた 「境界」は、もはやその性質を
とどめてはいないのか。確かにメ リュジーヌはこの後、ポワトゥ地方に次々と城な どを建設し
ていき、彼女が土曜 日に異界のもの としての自身の姿に戻る場所、つまり蛇への変身が露見す
る禁忌の違反が行われる水浴の場や、二度 目の禁忌の違反が行なわれる場所も、ダラスではメ
ルヴァン城、クードレットではヴーヴァン城であって、もはや リュジニャン城ではない。 しか
しダラスの物語での二度 目の違反の際のメ リュジーヌの動きは注 目に値する。当初ニオールで
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城を建築中だったメ リュジーヌは、ジョフロワの罪の知らせを聞 くと、夫のいるメルヴァン城
ではな く、 リュジニャン城へ と向か うのである。そこで二 日を過ごし、取 り乱 しながら城中を
め ぐり、嘆きながらいろいろな場所をまわる。三 日目になってようや く彼女は リュジニャン城
を離れメルヴァンへ と向か う。竜への変身 と立ち去 りが行われるのは確かにメルヴァン城にお
いてだが、その直前のリュジニャン城での二日間の嘆きが描かれることで、この空間へのメリュ
ジーヌの偏愛が浮かび上がって くる。さらにダラスでは、別れの場面でも、再び リュジニャン
城がクローズア ップされる。クードレットの作品ではメ リュジーヌが銀 と青 とに尾をきらめか
せながら空に飛び立ち三度輪を描いてみせるのはヴーヴァンの城の塔の周 りだろう。そしてそ
のまま彼女は彼方へ と去ってい く。 しか しダラスではメルヴァンから飛び立って向かった先は
また してもリュジニャン城であ り、三度空中で円を描きながら飛ぶのも、この城の塔のまわ り
である。こうしてみると、禁忌の違反や、彼女が皆の面前で変身し窓から飛び去る舞台は確か
にリュジニャン城ではないながらも、 リュジニャン城同様、妖精自身の手によって建てられた
これらの城を、 リュジニャン城の代替物 と考えることが可能なのではないか。何よりも立ち去
りの際に彼女の言い残す予言は リュジニャン城についてのものであ り、自分の名をつけた 「名
づけ子」 とも呼べるこの城が続 く限 り、今後もリュジニャンの城主の交代の三 日前には、城の
周 りに姿をあらわすことと約束する。乳飲み子である息子たちに夜乳を与えに訪れる城は明確
にはされないが、別離の後も姿こそ隠しながらも、この場所に関わ り続ける。姿の見えぬ とき
は、平地か泉の周 りにいると思って くれ とい う言葉は、妖精自身が当初から偏愛を示 したこの
空間が、この世の外見をま といながらも 「境界」 としての機能を保 っていること、つまり異な
るコードに属する者同士の交通の場 として働き続けていることがわかる。誰もが足を踏み入れ
ることのできる場に姿を変え、この世の側の一部 となったかに見えながらも、出会いの場はそ
の 「境界」 としての機能をひそかに保存し続け、 とりわけ毎週土曜 日にはその機能を働かせて
いたのであ り、別離の後にもそれは続いてい く。
Ⅲ　 『メ リュジー ヌ物語』 にお ける 「境界」の特権性(1)物 語内
(i)主人公たちの欠落条件 としての罪
　ではなぜこの物語では、これほ どまでにこの出会いの場が主要な舞台であ り続け、妖精から
の偏愛が語られ続けなければならないのだろう。その理由をまずは物語内部に求めることがで
きるだろう。
　異界のもの と出会 う資格を与えられる主人公は、数々の美点に彩られながらも、必ず何らか
の 「欠落条件(プ ロップ)」を持つ。その 「欠落」を補完するために主人公の移動が生じるわ
けである。たとえば、『レ』や 『作者不詳のレ』の主人公たちを見てみると、ランヴァルは王
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妃の求愛を拒んだため、女を愛せない とののしられ、王妃の諜言によって主君からも疎まれて、
経済的にも困窮 していた。グラエラントやガンガモールも同じく王妃の求愛を拒んだことで、
誹諺により王からの報酬の道を断たれて、身動きできない状態に陥らされた り、これまで誰一
人生きて帰ってきたもののいない危険な猪狩 りの冒険へ と出立するよう挑発を受けた。ギジュ
マールやビスクラヴレでは、恋をしないことが非難の対象 となっていた。人間の側が女性の場
合も同様である。愛し合 う王 との問に10年もの問子供ができていなかった王妃や、年老いた夫
の嫉妬深さによって塔に幽閉されていた女性な ど、異界のもの と出会 う主人公たちは、何らか
の欠損状態にあった。
　なかでも 「モルガン型」に分類される物語の主人公たちは、いずれも何らかの理由により、
この世での所属空間から排除された存在であった。主人公たちには他 とは区別される美点があ
るにせよ、それはむしろ結果的にこの世での不遇を引き起こしてお り、彼らの不遇こそが異界
のもの との遭遇を可能にし、この世から異界へ と足を踏み入れるきっかけ となっていた。
　 「メ リュジーヌ型」の代表であるレイモンダンも、そ ういった主人公たちの一人である。そ
もそも長男ではなかった彼は、子供が多 くさほ ど裕福ではない父のもとを離れ伯父にひきとら
れてお り、伯父には息子がいたため、跡取 りとしての道は閉ざされていた。 とはいえ寵愛を受
けてお り、不遇 とはいえなかった彼の欠落条件 とは、その伯父を、故意ではない とはいえ死に
至らしめてしまったことだった。妖精の助言により、伯父殺しの罪をいったんは封印すること
ができた とはいえ、この負の要因が、た とえ弱められた形にせよ、彼をこの世の側から排除 し
ていると考えることは可能だろう。
　ではなぜ彼は、「モルガン型」の主人公たちのように異界へ と移行 して しまわないのか。そ
れにはもう一人の主人公である妖精メ リュジーヌが関係して くる。他の 「メ リュジーヌ型」の
物語での妖精たちもしばしば恋を求めてこの世への移動を行いはしたが、メ リュジーヌの場合
は、よりはっきりとした欠落条件を与えられている。レイモンダン同様、彼女も肉親(父)を
死に至らしめてお り、自らの所属空間である異界からは排除された存在だったのである。つま
りこの物語の主人公たちは、二人 ともが肉親殺 しの罪を犯すことによって、人間の所属空間で
あるこの世の側にも、妖精の所属空間である異界の側にも移行することが、あらかじめ拒まれ
ていたのだ といえる。こうして双方の空間からそれぞれ排除された主人公たちは、そのあわい
の土地を手に入れ、そこに城を建てることで、自らの居場所を生み出す以外にない。
(ii)罪の性格づけ
　しか しこの二人の主人公たちの肉親殺しの罪には共通した特徴がある。それはいずれの殺人
にも、故意 とはいいきれない要素があるとい うことである。レイモンダンの場合、自らの意思
とは関わ りのない罪であることが一番わか りやすい形で描かれているといえるだろう。伯父を
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助けようとして猪に切 りつけた剣の切っ先がすべ り、はからずも伯父の命を奪ってしま う。そ
の直前に、星を読むことに長けていた伯父が、誰に降 りかかる運命かは知 らぬままに、今まさ
に一人の男が主君を殺して強大な力を手に入れようとしていると予言するのに対し、なぜ運命
は単に悪事をなすために人間を成長させるのか と運命の非道さを伯父に向かって嘆 く姿も、抗
うことのできない運命にまきこまれた主人公 とい う位置づけを補強している。メ リュジーヌの
場合は、確かに姉妹 とかたらって父親を山の洞窟に幽閉した。それは自ら進んで行なった行為
であ り、結果的に父親を死に至らしめることになった。しかしその理由は、そもそも父親が母
親を裏切って、課された禁忌に違反したことへの怒 りによるのであ り、母のことを思っての行
為でもあった。レイモンダンとは違い、母親自身の手によって3人 の姉妹たちはそれぞれ呪い
をかけられることですでに罰を受けてもいる。こういった要因によってその罪はたわめられて
いるといえるだろう。
　主人公たちの罪の性質を考えてみるとき、もう一人この城に強 く結び付けられた登場人物が
浮かび上がって くる。その人物 とは、二人の間に生まれた息子、第6子ジ ョフロワである。彼
だけは長 じるとす ぐに他国へ と遠征に出かけ、それぞれの土地で領地を手にする兄たち と異な
り、冒険の旅に出るとはいえ、ただ一人この リュジニャン城で死を迎 えることになるわけだ
が12'、彼もまた、両親同様、肉親殺 しの罪を犯した人物であることは興味深い。
　 しか し弟が僧院へ入ったことを聞いて怒 りにかられ、僧院のなかにいた他の僧侶 ともどもに
弟を焼き殺 して しまった彼の罪は、レイモンダンやメリュジーヌの犯 した罪 とは色合いを異に
する。信心深 く騎士 としての道を捨てた とはいえ、殺された弟に罪はな く、一方的なジョフロ
ワの怒 りによって犯された罪は、他の僧侶たちをまきこみ、肉親殺しに とどまらない点でも両
親たちとは異なる。その違 いは物語にも反映されているように思われる。ジョフロワの罪は、
父の怒 りを駆 り立て、禁忌を違反させることで、母を永遠に失わせた。さらには父に禁忌を違
反させる最初のきっかけ となった伯父をも手にかけることで、最終的に父を出家させ、この空
間から立ち去らせることになる。つま りジョフロワは弟殺しによって、両親の物語をも終焉に
向かわせるのである。レイモンダンとメリュジーヌは、それぞれの肉親殺 しの罪により所属空
間を離れることになったが、その罪には留保がつけられ、この世の中に保存された 「境界」 と
して双方の世界の力の均衡を保つ空間であるリュジニャン城(あ るいはその代替物 としての他
の城)で 「幸福」を享受することができた。しかし息子ジョフロワによる、留保をつけること
のできない肉親殺しの罪は、彼らの幸福を終わらせ、唯一の所属空間から彼らを追放するもの
となる。彼ら二人の関係によって生まれ、成 り立っていた空間は、彼ら二人の幸福をも成 り立
たせていたのである。その属性により、揺れ動 く交通の場 としての 「境界」にしか存在できな
かった主人公たちは、この出会いの空間を変容させ、この世の側に持ち込むことに成功 したが、
この一見安定 したかのようにみえる 「第三項(変 容した境界)」は、永続できるものではなかっ
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たのだ ともいえる。
　 とはいえその一方で、焼き討ちにあった修道院が、実はそれ以前から罪に染まっていたのだ
と物語られることで僧侶たちの罪が強調され、ジョフロワの罪が多少 とな りとも軽減されてい
ることも忘れてはならないだろう。もう一人の息子オ リブル と比較してみた とき、その違いが
よりはっきりする。メ リュジーヌは、幼いながらも自らの意思で残虐な振舞いを続ける息子オ
リブルの命を奪 うよう、立ち去 りの際に命ずる。確かにジョフロワの肉親殺しは両親のそれ と
は区別されるものではあったが、オ リブルの罪 と比較した時、物語の中で罪が二種類に分類さ
れ、ジョフロワの罪も両親 と同じグループに属すよう設定されていることがわかる。この事件
の後、ジョフロワが リュジニャン城へ再び戻って くるためには、巨人を倒 して人々を助け、母
の出生の秘密を明らかにする旅が必要だったが、さらに城へ戻ってから後の改心 と贈罪が描か
れることによっても彼の罪の色合いは薄められてい くだろう。ただし彼はその後も結婚するこ
とはな く、子孫を誕生させることもない。こうしてみてみると、 リュジニャン城 とは、罪を犯
し所属空間を追われてはいるものの、情状酌量の余地のある登場人物たちにのみ用意された、
一種の 「煉獄」13の役割も果たしているといえるかもしれない。
(iii)登場人物たちの出生
　この世にも異界にも属してしまわない空間 としての 「境界」を考えるとぎ、この物語の登場
人物たちの出生の両義性も目を引 く。レイモンダンとメリュジーヌとの間に誕生 した子供たち
は、もちろん人間 と妖精の血を引 くものたちであ り、特に第8子 までは身体にその 「標徴」を
帯びている。しかし興味深いのは、妖精であるはずのメリュジーヌ自身もまた、人間である父
親 と妖精の母 との問に生まれた存在であることだろう。罪によって所属空間を追われるとい う
だけではな く、その血筋によって、自らの身体の中にこの世 と異界 との双方をあわせもつ存在
として設定されていることは、境界を 「幸福の場」 として選ぶ登場人物たちにはふさわしい と
いえるかもしれない。主人公たちの属性は、すべて中間を、境界を指し示している。その性質
は彼らが定義づけを拒み、 どちらか一方への分類を拒んでいるかのようであるが、だからこそ、
人間社会に紛れ込んだ、見えに くい形に変容した 「境界」にあって、この世 と異界 との仲介者
た りえたのだ ともいえる。
]V　『メ リュジー ヌ物語』 にお ける 「境界」の特権性(2)物 語外
　ここまで境界がクローズアップされ る理 由を物語の内部から考え、「メ リュジーヌ物語』で
は、「境界」が この世の側に属する空間として固定され、 この世の側に属 しなが らも、そのも
ともとの 「境界」 としての機能を保つ場 として描かれていることを確認してきた。ただし 「境
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界」の色合いは一見した ところ薄められ、異界 との交通の場 として機能する時間は、それまで
よりもさらにはっきりと限定 され、「境界」の変質 とでもいうべ きものが起こっていたわけだ
が、それは登場人物たちの犯した罪が、そ うとは明示されないながらも、彼らがこの世 と異界
の どちらに移行することをも阻んでいたからであった。では物語から離れて、その執筆背景に
目をやった とき、何が見えて くるのか。
(i)リ ュジニ ャンー族 の滅亡
　メ リュジーヌ とい う名前を冠 した物語 として、現存す る最 も古いテ クス トは、14世紀末 と15
世紀初頭の ジャン ・ダラス とクー ドレ ットに よるものであ るこ とは先ほ ども確認 したが、歴史
の舞台で もこの時期に リュジニ ャンー族の名前が クローズア ップされ る事件が起 こっていた。
直系はすで に絶 えなが らも、キ プロス王であ るピエ ール ・ド ・リュジニ ャンはその騎士ぶ りを
当時の詩 人た ちにも歌われ るほ どに有名だ ったが、 フランスを訪れて十字軍の呼びかけを行い
人 々の耳 目を集めたのち、帰国後 に暗殺 されたのが1369年の こ とであった。1393年にはジ ャン ・
ダラスがrメ リュジーヌ物語』を書 き上げ るが、国を追われ、パ リへ と亡命 して フランス王の
庇護の下 に暮 していたアルメニア王、 レオ ン ・ド ・リュジニ ャンが、 ジャン ・ダラスが物語を
書 き上げた3ヶ 月後にパ リで客死を とげ る。 白い喪服での葬儀が人 々に強い印象を残 した こ と
が、1401年以降、rメ リュジ ーヌ物語』 をパル トネの領主 であるギ ヨーム ・ラルシ ュベ ックに
命 じられて作成 した クー ドレ ッ トの作品中で も言及 されてい る。そ もそ も リュジニ ャン家は、
12世紀 にすで にポ ワ トゥ地方にあ って、ア リエ ノール ・ダキテ ーヌ とも関わ りを持 っていた一
族であ ったの。ギ イ ・ド ・リュジニ ャンは婚 姻に よ りエルサ レム王 とな っていたが、その地位
を失 った ものの、ア リエ ノールの息子であ る獅子心王 リチ ャー ドに よって獲得 されたキ プロス
を貰い受け、キ プロス王 とな っていた。直系はすでに1世 紀近 く前に絶 えてはいた ものの、傍
系 とは いえ、十字軍 とも関わ りが深 く、以後2世 紀に渡 ってキ プロス、アルメニアの領地を手
中 に していた一族であ る リュジニ ャン家が、 こ うして衰退 し滅亡 してい くのを人 々が 目の当た
りに したのが、物語の執筆 とも時期を 同 じくす る14世紀か ら15世紀にかけての こ とだ ったので
あ る。 こ うしてみ る と、 この物語が11世紀か ら15世紀にかけての、あ る実在の一族の隆盛 と衰
退の理 由を物語 る縁起潭 として も読む こ とがで きるこ とがわか るが、 しか し リュジニ ャン城が
物語中で、特権的な位置を 占め る直接の理 由 とはな らない。
(iD百年戦争 の中での リュジニ ャン城
　では リュジニ ャン城 と結びつ く当時の状況 とは何だ ったのだ ろ う。 リュジニ ャンの街 は、 フ
ランス西部のポ ワ トゥ=シ ャラン ト地域圏、 ヴィエ ンヌ県にあ る街で、ポ ワテ ィエの南西約25
キ ロの地点 にあ り、ポ ワテ ィエ との問には、 コロンビエの森 が広が ってい る。 リュジニ ャン城
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は現存 しないが、当時、この地域は百年戦争の攻防の只中にあって、その所有者を変え続けて
いた。誰がこの城を手中におさめるかは、地理的な条件か らも政治的関心事だったのである15)。
rメリュジーヌ物語』の執筆を命 じた依頼主たちは、この城をめ ぐる争いの只中にいたものた
ちだった。物語の中で、主人公たちによるリュジニャン城の立つ土地(「境界」)の取得が、封
建制度に則った合法的な取得によるものであるとい う所有権の正当性が描かれ、他方では、異
界の側のものであるメ リュジーヌの予言によって、一族の血を引 く以外のものは城主になれな
い運命であ り、物語の注文主がこの一族につながる一族のものであることが描かれる。そ う考
えると、この物語の主役はむしろリュジニャン城であるとさえいえるのではないか。注文主た
ちの巻き込まれていた城の所有権をめ ぐる攻防の投影がそこには見て とれるといえる。1413年、
ベ リー公の死の3年 前 に作成が開始 されたrベ リー公のい とも豪華なる時祷書(Les　tres
riches　heures　duduc　de　Berry)』には、ベリー公の所有する城が描かれている月が多いが、
3月の項には リュジニャン城が描かれ、その右端の塔の上には、竜の姿 となったメリュジーヌ
が描きこまれている。もちろん多 くの 「メ リュジーヌ型」の物語では、しばしば異界の力を帯
びた子孫の誕生が描かれる。また一族の始祖諦では、異界のもの との婚姻によって生まれた」血
筋であることを描 くことによって、その家系の特別な力が暗示される。これらの物語において
は、異界のもの との問に生まれる子供の誕生を通じて異界の力を所有する欲望が物語られるこ
とが多 く、rメリュジーヌ物語』で も確かに末の二人の息子は、異界の制御で きない力を周到
に排除され、標徴を持たない 「安全な」状態で、異界の力をその末喬に伝えている16)。しか し
直系の家系はすでに途絶えているこの時代に相次いでこれらの物語が語られた理由は、子孫に
よる異界の力の取 り込み とい うよりは、む しろ異界の力を帯び、「境界」 としての特性を保ち
続けた空間(城)の 所有が語られる必要があったためであ り、その城の持つ力自体がおのずか
ら城主を選ぶのだ とい う展開が、注文主たちの城の所有の欲望を垣間見させながら、物語中で
語られることになったのだ ともいえる。
　物語の中で、誰もが足を踏み入れることのできる 「境界」をこの世に出現させ、異界の力を
伝えた一族はその罪によって衰退、滅亡した。彼らはその罪に留保がつけられることで、この
世の側の秩序にも受け入れられてはいたが、物語の最後では、むしろ 「境界」としての力を保っ
た リュジニャン城に光が当てられる。現実の世界においては直系の一族が滅亡を とげたことに
よって、異界の力がむしろこの空間に保存され、しかもこの特別な力が働 き続けていることこ
そが、 リュジニャンー族の縁戚に当たると主張するフランス国王や自分たち以外の者たちの城
の所有を阻み、城の掌握を正当化する。そこでは、異界に属する特権は手にしたまま、一方で
「危険な」異界の力はたわめられた状態が望まれている。異界の力の中の排除すべ き要因と、
欲望の対象 となる要因、そのせめぎあいが、執筆当時の依頼者たちの置かれていた政治的状況
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とも重なることで、他 とは異なるrメ リュジーヌ物語』における独自の空間構造に反映されて
いる可能性は否定できないのではないだろうか。
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　themes du recit medieval,　Nathan,2000を参 照 。
12)異界 の 標 徴 を 帯 び て お らず 、 現 実 の 一 族 の 祖 先 と され る末 の 二 人 の 息 子 た ち は 除 外 す る。
13)中世 の煉 獄 の 概 念 の誕 生 に つ いて は ル=ゴ フr煉 獄 の 誕 牛』(渡 辺 香 根 夫,・ 内 田 洋 訳)、 法 政 大 学
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　　出版局、1988年、参照。
14)クー ドレットのテクストの校訂者であるエレアノール ・ロチは、その詳細な論考において、メリュジー
　　ヌの建築妖精 としての姿には、11世紀から13匹紀にかけてのポワトゥ地方が新造建築物であふれかえっ
　　た、ア リエノールの時代 とも重なる時期の記憶が反映されているのではないか と指摘 している。1200
　　年にはア リエノールの息子であるジョン失地王が、リュジニャン家の婚約者を略奪 して結婚、争いと
　　もなっている。
15)その後1417年には、 リュジニャン城はフランス国王シャルル7世 のもの となる。以降、担保 として持
　　ち主を変えつつも、絶えずシャルル7世 はリュジニャン城を取戻すほど、この城を気に入っており、
　　1444年には国王のための祝宴で妖精メリュジーヌの物語が出し物として上演された りもした。
16)異界の力を帯びた子供の誕生の問題については、ル=ゴ フやアルフ=ラ ンクネルなど多 くの研究者も
Žw“E‚µ‚Ä‚¢‚é‚ª•A Danielle Regnier-Bohler0) 0D=--D07pr /c E,ePR0 <La fonction symbolique 
du féminin : Le savoir des mères, le secret des soeurs et le devenir des héros>, in Masculin / 
Feminin dans le roman arthurien medieval, Amsterdam-Atlanta, Rodopi, 1995. <Figures feminines 
et imaginaire genealogique : etude comparee de quelques récits brefs>, in Le Recit bref au
,Moyen Age,champion,1979.なお 拙 論 「異 類 婚 に お け る 「所 有 」 一十 二 、 三 世 紀 に お け る作 者 不 詳
の レか ら 一」、『フ ラ ンス 語 フ ラ ンス 文 学 研 究 』 第71号、1997年、 で も この 問 題 に つ い て 触 れ て い る。
(でんだ ・くにご　 国際言語学部准教授)
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